
Title 自伝的記憶の再構成メカニズムに関する研究 : 絵本
を用いた検討

Author(s) 田渕, 恵; 河村, 諒; 中川, 威

Citation 生老病死の行動科学. 2006, 11, p. 63-72

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/6771

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



|原著論文|

Absiract 

自伝的記憶の再構成メカニズムに関する研究
一絵本を用いた検討一

Reconstruction mechanism of autobiographic memory : 

An examination using a picture book 

(大阪大学人間科学部人間科学科) 田淵 恵

(大阪大学人間科学部人間科学科)河村 諒

(大阪大学人間科学部人間科学科) 中川 威

The aim of也estudy is to clarify the reconstruction mechanism of autobiographic memory. Im-

pression of也ewhole of early childhoocl， mood states in reminiscence and sex紅巳 takeninto con-

sid巴rationas factors which construct reconstruction mechanism.τ'he participants were 19 under-

graduate students who have read也epicture book titled "Guri and Gura" in their childhood.τ'he ex-

pe白ne凶 found仕mtreconstructed autobiographic memory in early childhood had a similarity (some 

simil紅ities?)to the impression of early childhood. Mood states叩 dsex were not significantly asso-

ciated with the recons甘uctionof autobiographic memory. 

Key word: autobiographic memory， reconstruction mechanism， childhood 

I.背景

1 .自伝的記憶について

自伝的記憶 (autobiographicalmemory) とは、わたしたちが日常経験する出来事に関する

記憶の総体である。 Tulving(1972)の分類に従えば、自伝的記憶はエピソード記憶 (episodic

memory) の一種であるが、幼児期健志のような従来の長期記憶の理論では説明できない現象

が含まれており、多くの研究者が自伝的記'憶研究に携わっている。

自伝的記憶研究の重要なテーマのひとつは、自伝的記憶の機能を明らかにすることである。

自伝的記憶の機能には3つあり、それぞれ自己 (Self)機能、社会 (Social)機能、指示 (Di-

rective)機能と呼ぶ (Bluck.2003)。自伝的記憶の自己機能は、自己像の一貫性を維持する上

で重要であると仮定されている (Barclay.1996)。また自伝的記憶の社会機能は、社会的関係

を形成する上で重要な役割を果たす (Neisser.1988)。例えば自分自身の過去について話すこ

とは、一種の自己開示の役割を果たす。自伝的記憶の指示機能は、人が将来に向けて自己を動

機付けたり、自分の価値観や態度を確認するために重要で、ある(佐藤.2000)。

自伝的記憶の機能を論じた研究は多く、特に自己機能は高齢者における回想法の研究に深く

関連している(野村.2002)。回想法における「自己語り」と自我同一性達成度との関係を指

摘した研究から、自伝的記憶の自己機能に注目することが回想法をより理解するためには不可

欠であることが伺える。しかし、一般的に回想法の研究にはその臨床場面での効果を調べたも

のが多く、高齢者を対象にして想起のメカニズムを検討する方向には発展しにくいようである。

故に、想起のメカニズムを解明することは回想法の基礎的研究として重要であろう。そこで、
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本研究では自伝的記憶想起の、メカニズムの側面に注目していきたい。

2.自伝的記憶の再構成

回想法に限らず、自伝的記憶の想起とは経験した出来事そのもののコピーではあり得ない。

態度や動機から選択的に記憶が想起されたり、忘却されたりすることがわかっている。例えば

トラウマ体験は多くの場合抑圧され、意識的に思い出せないことがあるが (Burnside，

Startup， Byatt， Rol1inson & Hill， 2004)、回復された記憶が偽りの記憶 (falsememory)で

あったことが判明し、社会問題に発展したことがあった (Woodward，1994)。このように、

自伝的記憶は想起時に変容し、再構成されることが知られている。では、自伝的記憶は何によっ

てどのように変容し、再構成されるのか。 Sanitioso，Kunda & Fong (1990)は、外向的な人

と内向的な人を対象にして、各特性を反映する自伝的記憶を想起するように求めた。すると、

外向的な人は外向的な経験を、内向的な人は内向的な経験を、それぞれ速く想起することが見

出された。ある特性が好ましいという態度を持った実樹高力者は、自伝的記憶からそれに合致

する記憶をすばやく想起することができるのである。また、暗黙理論Cimplicittheory)の利

用によっても記憶は歪むと考えられている (Ross，1989)。

しかし、自伝的記憶の再構成的想起の機能については実際よくわかっておらず、ここでは精

神分析学が有用な考え方のひとつだと言われる (Freud，1915) 0 Freudは幼児期記憶や幼児期

健忘の解明のために隠蔽記憶 (Deckerinnerung) を提唱している。多くの人たちの場合、幼

児期記憶は日常の何でもない印象を内容としていて、その出来事自体はその人に感情的影響を

及ぼさなかったのに、細部まで詳しく記憶していることがある o 一方、たとえ同じ頃に経験し

た出来事でも、重大で強烈に経験された出来事は記憶していないことがよくある。これは、幼

児期の日常的記憶が重大で強烈な出来事の代理として想起されるためであり、こうした記憶を

Freudは隠蔽記憶と呼んだ。何でもない日常の出来事が記憶されているのは、その内容が象

徴的な、似たような関係によって本来の内容と結びついているためである。すなわち、何でも

ない日常の出来事に関する記憶の印象が、幼児期記憶における重大で強烈な出来事の印象を反

映している可能性があるのである。ここに、幼児期全体に対する印象と、日常的出来事として

想起される幼児期の記憶の変容との関連性について研究する意義が存在すると考える。

3.想起時の気分と想起内容

更に、自伝的記憶の再構成に関係する要因のlっとして、想起時の気分状態が考えられる。

例えば抑うつ気分状態下においては、人は通常よりもネガテイブな記憶を想起しやすい。

Moritz， Glascher & Brassen (2005)は記憶実験の中で、抑うつ状態の参加者と健康的な気分

状態の参加者の、記憶想起課題の成績を比較した。その結果、抑うつ気分の参加者は健康的な

気分状態の参加者に比ペて、一般的な言語(感情的な気分状態を喚起しないもの)の記憶想起

成績は劣ったが、感情的な言語、特にネガテイプな言語の想起においては、両者の成績にほぼ

違いはなかった。この結果より、抑うつ気分状態においては、想起内容がネ刀、テイプなものに

偏るという記憶想起バイアスがかかることが明らかとなった。同様に、 Williams(1996)は気

分状態と自伝的記'憶想起の関係について明らかにしている。彼は自伝的記憶実験の中で、うつ

傾向の参加者の自伝的記憶はこのような傾向をもたない参加者に比ぺてバイアスがかかるとい

う現象を明らかにした。つまり、想起内容がうつ的になったり、うつ的記憶の想起スピードが
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速くなったり、うつ的記憶の内容が非常に抽象的になったりするのである。以上のことから、

自伝的記憶の再構成的想起において、想起時の気分状態は考慮すべき不可欠な要素であるとい

える。

4.記憶の想起と性差

男女において脳のっくりや働きが異なることが近年明確にされてきている。従って、自伝的

記憶の想起にも男女差が生じることが予測される。 Davis(1999) は、成人男性と成人女性に

それぞ、れ子供時代の記憶を想起してもらい、自伝的記憶想起に性差があるかどうか調べた。そ

の結果、女性のほうが男性に比べて子供時代のことを多く想起し、また想起のスピードも速かっ

た。また Pillemer，Wink， DiDonato & Sanborn (2003)は、お年寄りの男女ともに日々の生

活の内容を述ぺてもらい、その内容を記述するという実験を行った。その結果、女性のほうが

男性に比ペ、具体的でかつエピソード的、すなわち話の流れにそって記憶が想起されるという

ことが示された。 Shelley，Kimberly & Harlene (2000) は、成人の最も古い記憶における異

文化のそして性別の相違を調べた。その結果、女性による記憶の記述のほうが、男性によるも

のに比べてより多くの情報を含んでおり、アジア人においては、女性のほうが男性より新しい

記憶(つまり男性の記憶よりも未来の記憶)を記した。以上の結果をふまえると、女性の方が

想起量や情報量が多くエピソード的な想起を行うために、記憶のつじつまが合うように想起し、

記憶の変容が激しいという仮説を立てることができる。

5.方法論上の問題点

自伝的記憶研究を行う際に、幾つかの方法論上の問題が生じる。まず、倫理的配慮の問題で

ある。自伝的記憶それ自体が非常に個人的なものであるため、研究で扱う際にはプライパシー

保護のための十分な配慮が必要である。また、個性的データであるが故に、個人間の比較を行っ

たり、それらを総括して法則化したり概念化したりすることが非常に困難である。また、記憶

の信恵性の問題も考慮しなければならない。記憶は再構成によってオリジナルのものから大き

く変容していると考えられる。その変容の中身を研究する際には、当然オリジナjレのものと照

らし合わせ、信癌性を確かめる必要がある。ところがこの作業は非常に困難で、あり、容易に乗

り越えられるものではない。この問題を乗り越える方法として、例えばオリジナルの事実を親

に尋ね幼児の記憶の変容を調べたり、同じ経験をした兄弟に発言を求め、その発言率の一致度

を調べたりする方法がある。これらの問題を乗り越える手段として、本研究では「絵本の記憶J
に焦点を当ててみたい。「絵本の記憶Jは、幼児期の記憶の一部として捉えることができる。

幼い頃何度となく読んで、記憶Lている絵本に何年もの時聞をおいて再び触れたとき、その印象

が幼い頃抱いていたものと随分違っていたという経験はないだろうか。それは、幼児期記憶の

一部としての「絵本の記憶」が、想起することで再構成される為であると考えられる。「絵本

の記憶」を用いた場合、自伝的記憶研究の問題点である「記憶の信ì~'性の問題J を乗り越える

ことができる。オリジナJレの客観的事実として「絵本Jが存在するため、第 3者からでもその

記憶の信憲性を確かめることができる。また、同じ「絵本」を記憶している人については、想

起する対象が同ーのものであることから、その記憶の変容を個人間で比較することができる。

また「絵本の記憶」であると、個人のプライパシーに関わる記憶の内容に直接的に触れるわけ

ではないため、倫理的問題の発生を最小限に抑えることができるものと考える。
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II.目的

本研究の目的は、高齢者の回想法における基礎的研究を行うことを前提に自伝的記憶の自己

機能メカニズムに着目し、健忘が多いとされる幼児期の記憶の変容と幼児期全体の印象との関

連性を調べることで、記憶の再構成メカニズムを明らかにすることである。更に、再構成に関

係していると仮定される幾つかの要因(想起時の気分状態、性別)についても着目し、それぞ

れに考えられる再構成への影響の仮説を検証することを目的とする。自伝的記憶の自己機能に

おけるメカニズム的側面に焦点を当てることで、高齢者の回想研究に応用することが可能な基

礎的研究を行うことが、今回の主なねらいである。

皿.方法

1 .実験対象者

大阪府の大学に在学している学生19人を対象とした。この実験対象者は全員、本実験の実験

材料として用いられた絵本「ぐりとぐら」を幼児期に読んだ、あるいは読んで、もらった記憶の

ある者で、そのストーリーを一通り覚えていると認識している。

2.実験手続き

平成17年10月~1l月に対象者を募り、実験を行った。まず、対象者は絵本のストーリーを、

ストーリーの流れが明確にわかるように一通り記述した。また、その絵本全体の印象について、

質問紙に回答を求めた。記述が終わると、それらの記憶の自信度について、 lから10までの数

値で表現してもらった。また、幼児期の印象、性別、その絵本を読んだ時期、抑うつ気分につ

いての質問についても回答を求めた。以上の質問紙の記述が全て終了すると、対象者に絵本を

提示し、 5分間を目安として、一通り目を通すよう求めた。その後、対象者に絵本を実際に読

んだ後の、絵本全体の印象について、質問紙への回答を求めた。

3.実験材料

記憶想起の対象として、絵本「ぐりとぐらJ(なかがわえりこ作・おおむらゆりこ絵)を用

いた。この絵本は、大学生100人を対象とした予備調査により、 19%の人が「幼児期に読んだ、

あるいは読んでもらった絵本」であり、「ストーリーを一通り覚えていて、かつ印象に残って

いる」と答えたものである。幼児期記憶の実験材料としての絵本選択において、予め以下の条

件を設定した。

①対象者(大学生)の幼児期(小学校低学年まで)に出版されていた絵本であること。

②全国的に広く出版され、人気があったとされる絵本であること。

③ストーリー性のある絵本であること。抽象的なもの、あるいは明確なストーリー展開がない

ものは含めない。起承転結が明確で、あるものを選択する。

④モノトーンで措かれる絵本は避ける。色は絵本の印象に非常に影響を与えるものであると考

えられるため、なるべく色彩豊かなものを選択する。

絵本「ぐりとぐら」は以上の条件を満たすものと判断し、本実験の材料として用いることを

決定した。
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4.質問内容

①絵本全体の印象、及び幼児期の印象に関する質問 (20項目)

実験の中で絵本を読む前の絵本に対する印象と、実験の中で絵本を読んだ後の絵本の印象、

及び幼児期全体の印象を、岡田(1984) による SD法尺度を用いて測定した。この SD法尺

度は20の形容詞対から成り、それぞれ5件法で印象を尋ねた(表 1)。岡田 (1984) の因子

分析結果を参考に、これらの形容詞対を「統合性」次元、「充実性」次元、「力量性」次元、

「柔軟性」次元の 4次元に分け、それぞ、れの尺度得点を用いて分析を行った。

②対象者の性別に関する質問(1項目)

③絵本を読んだ時期に関する質問(1項目)

対象者に、絵本を読んだ時期(1.1~ 2歳 2.2 ~ 3歳 3.3 ~ 4歳 4.4~ 5歳 5.5 ~ 6歳)

について、回答を求めた。

④抑うつ気分に関する質問(21項目)

対象者に、気分状態を測るものとして抑うつ気分に関する質問項目への回答を求めた。

抑うつ尺度としては、ベック抑うつ性尺度 (BDI)21項目を使用した。

表 1 使用する形容詞対

まとまった 一雑然とした 11. 安定した 一不安定な
2. か た い 一柔らかい 12. 暗い 一明 る し、

3. 貧弱な 一 豊 か な 13. 弱い 一強い
4. 女性的 一 男 性 的 14. 充実した 一空虚な
5. 深い 一浅い 15. 不調和な 一調和した
6.こせこせした ーのびのびした 16. 積極的 一消極的
7. 動的 一静的 17.アブノーマルな 一ノーマノレな
8. 未熟な 一成熟した 18. にぎやかな ーさびしい
9. 開 放 的 一閉鎖的 19. 緊張した 一くつろいだ
10. さ し、 一大き し1 20. 愉快な 一不愉快な

N.結果

1 .幼児期の日常的記憶の印象と、幼児期全体の印象との関連性

岡田 (1984)の因子分析結果を参考に、 SD法で用いた20の形容詞対を 4次元に分け、次い

で各次元における「想起時の絵本の印象(before)J r絵本を読んだ後の絵本の印象 (after)J及

び「幼児期の印象」の平均尺度得点プロットを同次元に配置し、比較を行った(図1)。

「想起時の絵本の印象Jr絵本を読んだ後の印象」及び「幼児期の印象」の各得点について、

次元ごとに繰り返しのある被験者内分散分析を行った。第 l次元「統合性」においては、有意

な主効果がみられた (F(2，36)=13.717pく.000)0 Bonferroniの多重比較を行ったところ、「想

起時の絵本の印象」と「幼児期の印象」との聞に有意水準 5%で有意差が認められた。また、

「絵本を読んだ後の絵本の印象」と「幼児期の印象」との聞にも有意水準 5%で有意差が認め

られた。「想起時の絵本の印象」と「絵本を読んだ後の印象」の間には有意差は認められなかっ

た。第 2次元「充実性」においては、有意な主効果が見られた (F(2，36) =9.563 p<.Ol)。

Bonferroniの多重比較を行ったところ、「絵本を読んだ後の絵本の印象」と「幼児期の印象J
との聞に有意水準 5%で有意差が認められた。また、「絵本を読んだ後の絵本の印象」と「想
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図1絵本の印象と幼児期の印象

起時の絵本の印象」との聞にも有意水準 5%で有意差が認められた。「想起時の絵本の印象」

と「幼児期の印象」の聞には有意差が認められなかった。第 3次元「力量性」においては、有

意な主効果が見られた (F(2，36) =8.858 pく.01)0 Bonferroniの多重比較を行ったところ、「絵

本を読んだ後の絵本の印象」と「幼児期の印象」との聞に有意水準 5%で有意差が認められた。

また、「絵本を読んだ後の絵本の印象」と「想起時の絵本の印象」との聞にも有意水準 5%で

有意差が認められた。「想起時の絵本の印象」と「幼児期の印象」の聞には有意差が認められ

なかった。第4次元「柔軟性Jにおいては、有意な主効果は見られなかった (F(2，36) =1.872n.s)。

これより、絵本の印象において、「想起時」と「絵本を読んだ後」で有意な変容が認められ

た第 2第3次元においては、「想起時の絵本の印象」が「絵本を読んだ後の印象」よりも「幼

児期の印象」に類似した印象となっていることが分かつた。

2.想起時の気分と、幼児期の日常的記憶の印象変化

想起した時と実際に絵本を読んだ後の絵本の印象の変化に、想起時の気分が関係しているか

を調べるため、結果2と同様、岡田(1984)の因子分析結果を参考に20の形容詞対を 4次元に

分け、各次元において、「絵本の印象の変化」を従属変数、「想起時の気分」を独立変数とした、

単回帰分析を行った。ここでの「絵本の印象の変化」は、実際に絵本を読んだ後の印象得点を

基準とし、そこから想起時の絵本の印象得点を写|いた値を用いた。

単回帰分析の結果、第 l次元の「統合性次元」において、「絵本の印象の変化」に対し「想

起時の気分」が有意な負の影響を与えていた。つまり、抑うつ傾向の高い人ほど、想起時の絵

本に対して、実際に絵本を読んだ後よりも、より「まとまったJI安定した」といった統合性

の高い印象を抱いていることがわかった。一方、他の3次元では、有意な関係性は認められな

かった(表2)。

3.性差と、幼児期の日常的記憶の印象変化

幼児期の日常的記憶の変容に、性差が関係しているのかを調べるため、「絵本の印象の変化」

について男女で独立した t検定を行った。 t検定の結果、「統合性次元J(t=“0.137， nふ)、「充
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独立変数 1 r統合性次元J

想起時の気分 -0.597仲

R2 0.357 

自由調整済みR2 0.319 

表2 単回帰分析結果

標準化係数 (s)

2 r充実性次元」 3 r力量性次元J

0.060 -0.434 

0.004 0.188 

-0.055 0.140 

4 r柔軟性次元J

-0.080 

0.006 

-0.052 

材 Pく.01

実性次元J(t=l.097， nふ)、「力量性次元J(t=O.349， nふ)、「柔軟性次元J(t=-1.238， nふ)にお

いて、男女聞での有意な差は認められなかった。

v.考察

1 .幼児期記憶の再構成メカニズム

幼児期の日常的記憶と、現時点での対象物の印象が有意に変化していた「充実性次元」及ぴ

「力量性次元」において、幼児期の日常的記憶の印象と幼児期全体の印象との聞に有意差が見

られなかった。このことから、 Freud(1915) による精神分析的アプローチから考えられる自

伝的記憶の再構成メカニズムの仮説が検証されたと考えられる。

本研究より、幼児期の印象と、変容し再構成された幼児期の日常的記憶の印象が類似してい

たことが示された。ごく初期の幼児期記憶の内容は、恐怖、恥辱、身体の苦痛などの強烈な感

情を引き起こした出来事や、疾病、死、火災などの重大な出来事が頻繁に選択される (Freud

1915)。従って幼児期全体の印象は、そうした重大で強烈な出来事の印象により再構成される。

こうした幼児期の印象と、想起された幼児期の日常的記憶が類似した印象を持つということは、

想起された幼児期の日常的記憶が、重大な出来事の代理として想起された隠蔽記憶

(Deckerinnerung) となっていると考えられる。幼児期の日常的記憶の印象と、現時点での印

象との聞に有意な変容が見られなかった「統合性次元」及び「柔軟性次元Jにおいては、「充

実性次元」及び「力量性次元」に共通して見られた幼児期全体の印象との類似性が見られなかっ

た。つまり、幼児期の日常的記憶の変容が見られた次元においてのみ、幼児期全体の印象との

類似性が確認された。このことからも、幼児期の日常的記憶の変容と、幼児期全体の印象との

関連性を見ることができ、再構成メカニズムに関する本研究の仮説が検証されたことが示唆さ

れる。

幼児期の日常的記憶の変容がなぜ「充実性次元」及び「力量性次元」においてのみ確認され

たのかについては、本研究のみでは明らかではないが、仮説として2つの理由が考えられる。

上述したように、 Freudの再構成想起の適応的機能の考え方から、過去の抑圧されたトラウ

マ経験の記憶は、幼児期全体の印象の再構成、及び想起される幼児期の日常的記憶の再構成に

影響している。「充実性次元」及び「力量性次元」でのみ記憶印象の変容が見られたのは、意

識下に抑圧された記憶の充実性・力量性的側面が、他の印象の側面よりも隠蔽記憶に置き換え

られやすく、オリジナルの記憶を歪ませやすいと考えることが出来る。あるいは、自伝的記憶

におけるこの2つの次元の印象は、他次元の印象と比べて長期にわたって保持されにくく、変

容しやすい側面であると考えることもできる。これは、両次元が多次元の形容詞対に比ぺて直

感的に捉えやすく、記憶の印象をより置接的に表現しているため、想起時の日常的幼児期記憶
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のそうした印象の側面がより影響を受けて変容したと考えられる。しかし、いずれの仮説も本

研究のみでは検証できず¥またそれを検証できるだけの十分な先行研究がないため、今後はこ

の問題に対して更に検討していくべきであると考える。

2.想起時の気分と想起内容の変容

第 l次元の「統合性次元」において、「絵本の印象の変化」に対して「想起時の気分」が有

意な負の影響を与えていた。このことより、想起時の気分が抑うつ傾向に傾くほど、幼児期の

日常的記憶の印象が統合性の高い印象を抱くと考えられる。これは、 Wil1iams(1996) らの研

究を基に立てた、ネガテイプな気分状態に偏りの激しい人の想起はよりネガテイプな方向への

偏りが激しくなる、との仮説に反する結果となる。これについては、今回用いた分析方法を再

検討する必要が考えられる。分析で用いた「印象の変化」は、現在の対象物に対する印象を基

準としており、この基準となる印象が気分に左右されないことを前提に用いた変数であったが、

現在の対象物に対する印象が現在の気分に左右されることも当然考えられることである。想起

時の気分の再構成への影響を明らかにするという本研究の目的を果たすため、想起内容の印象

変化を変数として用いるのであれば、基準となる対象物の印象を一定にしてから分析を行う必

要がある。同様に、ネガテイプな気分状態の人は変容がより大きくなるという仮説についても、

一定の印象基準がないために本研究のみでは明らかにすることは出来ない。この問題を解決す

るためには、本研究で用いた対象物について、あらかじめ一般的な客観的印象を測定しておく

べきであったと考える。また、気分の尺度として抑うつ状態を測るもののみを用いたことも問

題であったと考える。気分状態と自伝的記憶の想起の関連を調べた最近の研究では抑うつ患者

を対象としたもの (Moritz，et al. 2005; Nikendei， Dengler， Wiedemann & Pauli， 2005)や、

ベック抑うつ尺度を用いたもの (Williams，1996)が多く見られたため、本研究でも抑うつ尺

度得点を気分状態の指標としたが、今後は抑うつに限らず不安尺度やその他様々な気分に関係

する尺度を用いて検討したい。

3.記憶の想起と性差

分析の結果、想起内容の印象の変容については、男女聞で有意な差が認められなかった。従っ

て、女性の方が想起量や情報量が多くエピソード的な想起を行うために、記憶のつじつまが合

うようになど、記憶の変容が激しいとする本研究の仮説は、検証することが出来なかった。こ

れは、今回対象とした協力者の男女比に偏りがあったためであると考える。加えて、参加者が

男女とも少なかったことも問題である。これは、自伝的記憶の男女差を調べたいくつかの先行

研究と比較しでも明らかである。高齢者にインタピューを行って自伝的記憶の男女差を調べた

Pillermer et al. (2003)の研究では、全体として157人を対象としており、その中で男性76人、

女性は81人であった。この男女の内訳はほぼ同数と見なすことが出来る。また、成人の最も古

い記憶における性差の相違を調べた Shelley，Kimberly & Harlene (2000)の研究においては、

全体として96人の参加者を対象とし、その中で、男性48人、女性48人であった。本研究ではとり

わけ男性の人数が少なすぎたため、今後はより参加者の数を増やし、男女比を同等にした上で

分析を行う必要がある。更に、今回は男女比の偏りが大きかったため、内容分析による男女比

較を行わなかった。ストーリーに関する記述として得た質的データを内容的に分析すれば、あ

るいは記憶変容の性差が見られたかもしれない。
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VI.本研究の課題

まず、本研究で用いた質問紙の構成についての問題点を考える。本研究では幼児期の日常的

記憶の印象と幼児期全体の印象との関係性を明らかにしようと試みたが、各尺度の提示順序を

考慮しなかったことは問題であると考えられる。本研究では幼児期の日常的記憶としての「想

起時の絵本の印象」尺度の直後に、「幼児期全体の印象」尺度を協力者に提示し、その後絵本

を提示したのちに現時点での対象物の印象を測る尺度を用意した。そのため、幼児期の日常的

記憶の印象と幼児期全体の印象との聞に有意な関係性が認められたのは、協力者に提示した順

番が非常に近かったためと考えることも出来る。直前に提示した尺度が直後の尺度評定に影響

を与え、結果両者が類似した評定となることは十分考えられることである。また、対象物の印

象変化を変数として用いた、分析上の問題がある。今回の分析では「現時点での対象物の印象」

を基準とし、そこからどの程度異なっているかを印象変化と定めたが、本来協力者によって様々

に異なるはずの「現時点での対象物の印象」を基準としたことにはかなりの分析上の問題が伺

える。この問題を解決するためには、研究で用いた対象物に対して、予め客観的な一般的印象

を用意しておくことが考えられる。

更に、本研究における実験協力者についての問題も挙げられる。まず¥実樹高力者の人数が

非常に少数であったことから、本研究の結果を一般化することが難しいという問題がある。ま

た、男女比に非常に偏りがあったことも、問題であると考えられる。

本研究では、自伝的記憶研究の方法論上の問題解決として絵本の記憶を用いたが、自伝的記

憶のプライパシーの問題及び信恵性の問題については、この試みは成功したと考えられる。し

かし、対象物をl冊の絵本に絞ったために、今回の結果のみでは、本研究の目的の 1つであっ

た再構成メカニズムの一般化・法則化は難しいと考える。今後は自伝的記憶研究において絵本

を用いることの利点を最大限に生かしながら、対象とする絵本を増やし、比較することで、こ

の問題を改善していきたい。
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